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伊
都
国
か
ら
繋
が
る
豊
か
な
風
土

　
糸
島
市
は
福
岡
県
の
西
部
に
位
置
し
、『
魏

志
倭
人
伝
』
に
登
場
す
る
「
伊
都
国
」
が
あ
っ

た
地
。
日
本
最
大
の
銅
鏡
「
内
行
花
文
鏡（
国

宝
）」を
は
じ
め
、
数
々
の
出
土
品
が
発
掘
さ

れ
て
い
る
歴
史
深
い
ま
ち
で
す
。
伊
都
国
の

名
は
そ
の
後
「
怡
土
（
イ
ト
）」
に
つ
な
が
り
、

海
側
の
地
名
で
あ
る
「
志
摩
（
シ
マ
）」
と
と

も
に
郷
土
を
表
す
音
と
な
り
ま
す
。

食
材
の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
成
り
立
ち

　
脊
振
山
系
の
山
々
か
ら
流
れ
る
清
ら
な
水
、

広
が
る
平
野
、
玄
界
灘
の
海
と
穏
や
か
な
気
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候
と
、
先
人
た
ち
の
技
術
で
、
糸
島
の
農
畜

水
産
物
の
歴
史
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
古
代
の
糸
島
人
が
い
ち
早
く
稲
作
文
化
を

取
り
入
れ
、
稲
作
文
化
の
原
点
で
も
あ
る
糸

島
は
、
日
本
列
島
の
中
で
も
最
も
長
く
米
を

食
し
て
い
る
地
域
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
山
々
の
養
分
が
流
れ
出
て
い
る
海
で

は
、様
々
な
魚
介
類
が
取
れ
る
環
境
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
四
千
年
前
の
糸
島
人
は
そ
の
海

に
糧
を
求
め
、
豊
か
な
食
生
活
を
送
っ
て
い

た
こ
と
を
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
が
教
え
て
く

れ
ま
す
。
ハ
マ
グ
リ
や
サ
ザ
エ
、
タ
イ
や
フ

グ
な
ど
の
食
物
の
痕
跡
は
、
今
と
変
わ
ら
ぬ

食
材
を
す
で
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

ま
す
。

　
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
糸
島
人
が
農
業
、

漁
業
を
紡
ぎ
、
よ
り
豊
か
な
食
材
が
と
れ
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
歴
史
と
風

土
と
糸
島
人
が
育
ん
で
き
た
賜
物
な
の
で
す
。
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